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広島大学大学院生物圏科学研究科
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はじめに

日本でつくられたニワトリ品種のことを日本鶏

(にはんけい)と呼ぶ｡そのほとんどが観賞用の品

種である｡狭義の場合には､江戸時代の終わりもし

くは明治時代の始め頃までにつくられた品種のこと

を指し､広義の場合には､明治時代の中頃から昭和

時代の始め頃までに､外国から輸入したニワトリを

利用してつくられた実用品種 (卵 ･肉生産用品種)

も含むO日本鶏には､外国鶏と比較した場合に､特

異的な形態や性能を示すものが多い｡しかしながら､

日本鶏に対する遺伝学的その他の研究はこれまでほ

とんどなされていない｡すなわち､日本鶏は潜在的

遺伝子資源の宝庫と言えるかも知れない｡

本稿では､日本鶏の品種とそれらが示す多様な形

態を紹介すると共に､外国鶏も含めたニワトリの各

品種における遺伝的多様性ならびにそれら品種間の

遺伝的類縁関係について述べる｡また､日本鶏の実

験動物としての利用の可能性についても言及する｡

さらに､畜産学的見地から､卵肉の生産に関与して

いる有用遺伝子座を発見する際に行う､｢量的形質遺

伝子座 (quantitativetraitloci:QTL)解析｣におけ
る､日本鶏利用の有利性ならびにその実例について

も述べる0

日木鶏の品種とその特徴

日本鶏には40前後の品種が存在する(三井,1979;
都築,2003;Tsudzuki,2003)oこれらのうち､15品
種と2グループ (図1-26)が､その形態や性質の特
異性ゆえに､日本国により天然記念物 (もしくは特

別天然記念物)に指定されている(黒田と山口,1987)｡
これらの 15品種 (図 1･15)を列挙すると次のよう

になる｡括弧の前は天然記念物指定時に表記された

名前であり､括弧内の漢字およびカタカナ名は通常

の表記あるいは呼称である｡小国鶏 (ショウコク)､

嬢鶏 (チャボ)､烏骨鶏 (ウコツケイ)､声良鶏 (コ

エヨシ)､比内鶏 (ヒナイ ドリ)､萄鶏 (唐丸鶏､ト

ウマル)､蓑曳鶏 (ミノヒキ)､河内奴鶏 (カワチャ

ッコ)､異相鶏 (クロカシワ)､土佐のオナガドリ(尾

長鶏､オナガドリ)､東天紅鶏 (トウテンコウ)､乗

壊鶏 (ウズラチャボ)､蓑曳煙鶏 (ミノヒキチャボ)､

地頭鶏 (ジトッコ)､薩摩鶏 (サツマ ドリ)0

2グループとは､地鶏 (ジドリ)グループと軍鶏
(シャモ)グループである｡地鶏グループ(図16･19)
には､土佐地鶏 (トサジドリ)､岐阜地鶏 (ギフジド

リ)､三重地鶏 (ミエジドリ)および岩手地鶏 (イワ

テジドリ)の4品種が含まれる｡軍鶏グループ (図

20-26)には､大軍鶏 (オオシャモ)､八木戸鶏 (ヤ

キド)､大和軍鶏 (ヤマ トグンケイ)､金八鶏 (キン

パ)､小軍鶏 (コシャモ)､南京軍鶏 (ナンキンシャ

モ)､越後南京軍鶏 (ェチゴナンキンシャモ)の7品

種が含まれる｡厳密に言うと､軍鶏のグループに含

まれる大軍鶏以外の6品種が天然記念物に指定され

ているかどうか判然と.LないO大軍鶏のみが指定さ

れている可能性もあるOしかし､愛好家間では､一

般にこれら7品種すべてが天然記念物であると認識

されている｡尚､南京軍鶏と越後南京軍鶏は通常別

品種として扱われているが､両者の間には､別品種

として扱われる程の大きな差異は存在しない｡尚､

上記品種のうち､｢土佐のオナガドリ｣のみは､その

群を抜いた特異性ゆえに特別天然記念物に指定され

ている｡

以下に､日本鶏における､天然記念物指定品種の

特徴を簡略に述べる｡詳しく知りたい方は､他の文

献もご覧願いたい (三井,1979;黒田と山口,1987;
都築,2006も)｡尚､以下には､それぞれの品種がも
つ体の大きさを知る指標として標準体重 (成体体重)

を挙げてあるが､これは ｢全国日本鶏保存会｣の基

準によっている (全国日本鶏保存会,1997)｡他の愛
好家団体が､また別の基準を設けている場合もある｡

【小国鶏】(図 1)昭和 16年天然記念物指定.雄

2000g,雌 1600g.卵用鶏型の体型を示すが､雄の
尾羽は豊かで長く､先端部を地に曳く｡雄の胸､腹､

尾は黒く､襟と蓑が白い白笹 (白藤)羽装が一般的

である｡他に､五色 (ごしき)や白色羽装のものも

いる｡単冠､赤耳采､黄脚を標準とする｡

【烏骨鶏】(図 2)昭和 17年天然記念物指定.雄

1125g,雌 900ど.突然変異の集合体のような品種
である｡皮膚は黒く､羽毛は糸状である｡内臓や骨

の表面も黒味を帯びている｡脚毛をもち､虻は5本
存在する｡鶏冠には､番硬冠のものや盃冠のものが

存在する｡また毛冠をもつ｡さらに､個体により､

有髭のものとそうでないものとがある｡耳菜は青色

である｡脚色は､白色羽装のものでは鉛色､黒色羽

装のものでは黒色である｡

【倭鶏】(図3)昭和 16年天然記念物指定.雄730

冒,雌610g.尾が直立した小型の品種である｡また
短脚も特徴とする｡桂､白､黒､程々､横斑､その

他､内種が極めて多い｡単冠､赤耳菜､貴脚を標準
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とする｡

【声良鶏】(図 4)昭和 12年天然記念物指定.雄

4500g,雌 3750ど. 秋田県原産. 大軍鶏と似た体
型､体格を示すが､大軍鶏よりも毛深い｡また尾も

豊かであるO長鳴鶏として有名である｡羽装色は､

白笹あるいは五色に類似している｡三枚冠､赤耳菜､

黄脚を標準とする｡

【比内鶏】(図 5)昭和 17年天然記念物指定.雄
3000ど,雌 2300g.秋田県原産. コーチン型の重
厚な体型を示す｡頚羽か特に豊かである｡大軍鶏の

ように三枚冠を有するが､顔つきは大軍鶏のように

は険しくない｡三枚冠の他､赤耳菜､黄脚を標準と

するO羽装は赤笹(e十/e十)もしくは柏(018r)である｡
【萄鶏】(図6)昭和 14年天然記念物指定.雄3750

g,雌2800g,新潟県原産.唐丸鶏とも表記する｡
卵用鶏型とコーチン型の中間的な体型を示す｡羽装

は黒色が主であるが､まれに白色のものもいる｡単

冠､赤耳菜､黒脚が標準である｡白色内種の脚は鉛

色であるD鶏冠および顔面の皮膚の赤色に黒色を帯

びる雄が存在する｡特に雌では､これらの部位は烏

骨鶏のように黒いD本品種は長嶋性をもつ｡

【蓑曳鶏】(図 7)昭和 15年天然記念物指定.雄
2500g,1800g.静岡県もしくは愛知県原産.体型
は､大軍鶏を思わせるような直立型であるが､雄の

尾蓑が小国鶏のように豊かで長い｡羽装はき星々 が主

であるか､他に白色､白笹､赤笹がある｡盃冠､赤

耳突､黄脚を標準とする｡

【河内奴鶏】(図8)昭和 18年天然記念物指定.雄

930g,雌 750ど. 三重県原産. 大型の三枚冠を特

図 1.小国鶏 (ショウコク)

自律 (白藤)内種オ_7.

徴とする小型の品種である｡羽装は五色で､尾は維

尾的である｡耳菜は赤､脚は黄色である｡

【黒柏鶏】(図 9)昭和 26年天然記念物指定.雄

2800g,雌 1800ど. 山口県もしくは島根県原産.
小国と似た体型を示し､同様に豊かで長い尾をもつ｡

しかし､小国とは異なり､蓑羽は特に長くはないD

羽装は黒色のみである｡単冠､赤耳菜､黒脚をもつ｡

鶏冠および顔面の皮膚の色は萄鶏の場合と同様であ

るDまた､萄鶏ほどではないが､長鳴性ももつo

【鵜燥鶏】(図 10)昭和 12年天然記念物指定.雄

675冒,雌 600ど. 高知県原産.尾羽を欠損する小
型の品種である｡蓑羽は存在するため､全体として

ウズラのような外観を呈する｡赤笹が本来であるが､

多くの内種があるO単冠､白耳突､黄脚を標準とす

る｡

【裳曳燥鶏】(図 11)昭和 12年天然記念物指定.雄

937ど,雌 750g. 高知県原産.体格は小型である
が､尾および蓑羽は豊かで長い｡羽装は赤笹が本来

であるが､白色､白笹も存在するO単冠､白耳菜､

柳脚を標準とするoまた短脚も特徴とする｡

【東天紅鶏】(図 12)昭和 11年天然記念物指定.雄

2250g,雌 1800g_高知県原産.体型､尾蓑が豊か
で長い点ともに､小国と良く似ている｡しかし羽装

は赤笹であり､小国のような白笹のものはいない｡

長嶋鶏として有名であるO単冠､白耳架､柳脚をも

つ｡
【土佐のオナガ トリ】(図13)昭和27年特別天然

記念物指定.尚､これに先立ち､大正 12年には天然

記念物に指定されている｡その時の名称は､｢土佐の

図2.烏骨鶏 (ウコツケイ)

白色内種,左 :メス,右 :オス
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図 3.倭鶏 (チャボ)

左 :白色内種オス,右 .横斑内種メス

図4.声良鶏 (コエヨシ)

白笹類似羽装,手前 :オス,輿 .メス

垂 逆 ‡ - __ --:iF tT l等

図 5.比内鶏 (ヒナイ トリ)

赤笹内種オス

図 7.蓑曳鶏 (ミノヒキ)

才星々 内種オス

図6.萄鶏 (唐丸鶏,トウマ/り

黒色内種オス

･｢
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図8.河内奴鶏 (カワチャッコ)

五色羽装オス

t
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図9.異相鶏 (クロカシワ)

黒色羽装オス

図 11.蓑曳矯鶏 (ミノヒキチャボ)

赤笹内種,手前 .オス,輿 :メス

長尾鶏｣｡雄 1800g,雌 1350g. 高知県原産. 雄の

尾蓑の一部が､終生換羽することなく伸長する品種

である｡五色､白笹､赤笹､白色､狸々の内種があ

る｡五色､白笹､赤笹内種では､単冠､白耳菜､柳

脚が標準であるD白色内種では､脚の色は黄色であ

るDまた狸々内種のそれは､黄もしくは柳色であるO

五色および白笹羽装のことを一般に白藤 と呼ぶ｡本

品種についての詳細は他所にも述べられているので､

そちらもご覧戴 きたい (都築,2000,2006a,b;

Tsudzuklら,2006;Tadanoら,2009).

【地頭鶏】(図 14)昭和 18年天然記念物指定.雄

2600g,雌 2000冒. 鹿児島県もしくは宮崎県原産一

特に大型ではないが､重厚感のある品種である｡短

脚を特徴とする｡尾羽は特に長くはないが豊かであ

図 10.鵠倭鶏 (ウズラチャボ)

赤笹内種,左 :オス,右 :メス

図 12.東天紅鶏 (トウテンコウ)

赤笹羽装,手前 :オス,輿 :メス

る｡三枚冠､赤耳菜､黄脚をもつ｡また毛冠ならび

に頬髭をもつ｡もともとは多くの内種がいたようで

あるが､現在みられる羽装は赤笹のみである｡

【薩摩鶏】(図 15)昭和 18年天然記念物指定,雄

3750g,雌 2810ど.鹿児島県原産. 大軍鶏を努発

とさせる直立的な体型をもつが､大軍鶏よりもスリ

ムである｡尾羽の量は豊かであり､左右に良く開帳

する.本来は闘鶏であるため闘争性が強いD三枚冠､

赤耳菜､黄脚を標準とする｡赤笹の他､白笹､白色､

黒色の内種かある｡

【土佐地鶏】(図 16)昭和 16年天然記念物指定.雄

675g,雌 600g. 高知県原産 小型の地鶏である｡

雄の尾は矩尾的である｡また､蓑羽がほとんど下垂

しないのが特徴である｡赤笹羽装が本来であるが､
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図 13.土佐のオナガドリ (尾長鶏,オナガ ドリ)

白笹 (白藤)内種オス

図 14,地頭鶏 (ジ トッコ) 図 15.薩摩鶏 (サツマ ドリ)

赤笹内種,左 ･.オス,右 :メス 赤管内種,左 :オス,右 :メス
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図 16.土佐地鶏 (トサジドリ)

赤笹内種,左 :メス,右 .オス

図 17.岐阜地鶏 (ギフジドリ)

赤笹内種,左 :オス,右 :メス

図 18.三重地鶏 (ミエシ ドリ)

程々羽装オス

図20.大軍鶏 (オオシャモ)

白色内種オス

図21.八木戸鶏 (ヤキド)

黒色羽装オス
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図22.大和軍鶏 (ヤマ トグンケイ) 図23.金八鶏 (キンパ)

左 :加緋丹 (カピタン)内種オス

右 二相羽装 (ELF/eY)メス

黒色内積オス

図 24.小軍鶏 (コシャモ)

手前 二赤笹羽装オス,輿 :相羽装 (伊18y)メス

図 25.南京輩鶏 (ナンキンシャモ)

白色内種,手前 二オス,輿 :メス

/'1-下● ･

図26.越後南京軍鶏

(ェチゴナンキンシャモ)

赤笹内種オス
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白色羽装も存在する｡単冠､赤耳菜､黄脚が標準

である｡

【岐阜地鶏】(図17)昭和 16年天然記念物指定.雄

1800g,雌 1350g.岐阜県原鼠 赤笹(e'/e+)もしく

は柏(edeJ)羽装をもつ ｡ 単冠､赤耳菜､董脚を標準と

する｡

【三重地鶏】(図18)昭和 16年天然記念物指定.雄

1800g,1350g. 三重県原産.狸々羽装をもつ地鶏

であるD胸や腹の皮膚が､大軍鶏のような赤色であ

ることが大きな特徴である｡狸々羽装の他､単冠､

黄脚を標準とする｡また､鶏冠の表面は他の品種の

それに比べてザラザラしている｡

【岩手地鶏】(図19)昭和59年天然記念物指定.岩

手県原産,地鶏にしては丸みを帯びた体型を示す｡全

国日本鶏保存会による ｢日本鶏審査標準｣には収録

されていないが､成体体重は雄 2000g､雌 1500g

程度である｡羽装には赤笹と白笹がある｡単冠であ

るが､耳栗色には赤のものと白のものとがある｡ま

た脚色にも､黄脚と柳脚とがある｡

【大軍鶏】(図20)昭和 16年天然記念物指定.雄

5620g,雌4875g. 直立した体型をもつ大型の品種

であるO本来､闘鶏として育種された､闘争性が極

めて強い品種である｡倭鶏同様､内種が多い｡尾は､

野生動物のキジの尾を連想させる矩尾と呼ばれる形

態を示し､水平より上には上がっていない｡三枚冠､

赤耳菜､黄脚を標準とする｡

【八木戸鶏】(図21)雄2625g,雌2100g.三重

県原産. 大軍鶏と似た外貌をもつが､大軍鶏よりも

小さい｡羽装は黒色のみである｡三枚冠､赤耳突､

黄脚を標準とする｡

【大和軍鶏】(図22)雄2000g,雌 1700g.小軍

鶏と似た体型を示弓が､より大型であるOやはり内

種が多い｡顔面に､眼を覆い隠してしまうほど毅が

多いことが大きな特徴である｡尾は海老の体型をイ

メージさせる形態をしており､海老尾と称される｡

胡桃冠､赤耳菜､黄脚を標準とする｡

【金ハ鶏】(図23)雄 1800g,雌 1400g,秋田県

原産. 小軍鶏や大和軍鶏に似た体型を示し､その体

格は両者の中間的な大きさである｡小軍鶏や大和軍

鶏同様に海老尾をもつ｡羽装は黒色が一般的である

が､白色のものも存在する｡雄が丸羽 (雌と同じ形

態の羽毛)をもつことが大きな特徴であるO

【小軍鶏】(図24)雄 1000g,雌800g.大軍鶏

同様直立した体型を示すが､小型である｡ 尾は大和

軍鶏同様海老尾である｡大軍鶏同様､内種が多い｡

胡桃冠､赤耳菜､黄脚を標準とする｡

【南京軍鶏】(図25)雄937g,雌 750g.軍鶏の

仲間にしては､体が直立しておらず､前傾姿勢をと

る｡また､軍鶏の仲間にしてはスレンダーな体型を

示す｡ 羽装には赤笹､白色などがある｡尾は矩尾で

ある｡三枚冠､赤耳突､黄脚を標準とする｡

【越後南京軍鶏】(図26)雄930g,雌 750g. 品

種名から判断すると新潟県原産と思われるが､定か

ではない｡脚が南京軍鶏よりも短めかつ太めである｡

他の特徴は南京軍鶏と大同小異である｡

日本鶏の来歴

前記の天然記念物指定の品種をはじめ､日本鶏の

色々な品種がどのようにして出来てきたのか､それ

を証明する直接的文献などはほとんど存在しないが､

一般的には次のように考えられている(小穴,1951)｡

1.紀元前の弥生時代､現在の土佐地鶏などの地鶏

の祖先が既に多種類存在したO2.平安時代に､遣

唐使船によって小国の祖先が中国より渡来した｡江

戸時代初期に､朱印船により､大軍鶏､接鶏､烏骨

鶏の祖先が､それぞれタイ､ベ トナム､中国 (もし

くはインド)から伝来した｡3.江戸時代の鎖国期

を通じ､各種 (各地)の地鶏､小国､大軍鶏､矯鶏､

烏骨鶏が様々に交配､純化されて､江戸時代の終わ

り (一部は明治時代の初期)までに､現存するほぼ

全ての品種が成立した｡4.明治時代になると多種

類の外国鶏が輸入されるようになり､日本の在来鶏

と様々な交配がなされて､明治 ･大正期を通じて卵

肉の生産を目的とした実用品種が育成された｡その

代表的なものに名古屋 (ナゴヤ)がある｡

日本鶏における遺伝的多様性

下に､筆者のグループが､マイクロサテライ ト

DNA多型を利用して大規模に行った､日本鶏各品種

における遺伝的変異性ならびに各品種間の遺伝的類



縁関係の調査結果を簡略に紹介する｡詳細について

は原著論文として公表されているので (Osmanら,

2006)､そちらをご覧戴きたい｡遺伝的変異性および

遺伝的類縁関係を明らかにすることにより､希少な

日本鶏品種を保護 ･増殖するための指針を得ること

が可能になる｡尚､この原著論文の他にも､筆者の

グループが行った､日本鶏および外国鶏の遺伝的多

様性に関する研究成果をまとめた論文が存在するの

で (Tadanoら2007,2008a,b,C)､興味のある方は

そちらもご覧戴きたい｡

前述の調査に用いたマイクロサテライ トDNAマ

ーカーの数は20である｡28の日本鶏品種を､また

これらとの比較のために7つの外国由来商用鶏品種

(もしくは内種)を用いた｡それぞれの品種名は次

の通りである｡日本鶏 :小国鶏､嬢鶏､烏骨鶏､土

佐地鶏､岐阜地鶏､三重地鶏､大軍鶏､小軍鶏､八

木戸鶏､金八鶏､河内奴鶏､声良鶏､薩摩鶏､地頭

鶏､蓑曳鶏､尾長鶏､東天紅鶏､蓑曳壊鶏､弟倭鶏､

比内鶏､黒柏鶏､萄鶏 (唐丸鶏)､会津地鶏 (アイヅ

ジドリ)､愛媛地鶏 (ェヒメジドリ)､土佐九斤 (ト

サクキン)､熊本 (クマモト)､名古屋および宮地鶏

(ミヤヂ ドリ);外国由来商用鶏 :白色レグホーン白

色プリマスロック､横斑プリマスロック､白色コー

ニッシュ､赤色コーニッシュ､ロー ド･アイランド･

レッドおよびニューハンプシャー ･レッド｡これら

の品種に関し､1座位当たりの平均アリル数(MNA)､

多型を示す座位の割合(Pp｡1y)および平均-テロ接合

率(He)を調査した｡これらの値からは､いずれも近

親交配の程度を把握することができる｡例えば､近

親交配の極みであるマウスの近交系では､MNA=1､

Pp｡ly=0､He=0である｡ニワトリは近親交配の悪

影響を受けやすいため､ニワトリ品種の末永い維

持 ･保存を考える場合は､これらの値が小さくなり

過ぎないことが望ましいO-方､マウスのように､

実験動物としての利用を考える場合には､マウスに

おける値と同じになること､もしくはそれに近づく

ことが望ましいが､その達成は困難を極める｡

表1に､上記調査で得られた日本鶏および外国由

来商用鶏におけるMNA､Pp｡lyおよびHeの値をまと

めた｡これら3つの指標の最高値は日本鶏と外国由
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来商用鶏でほぼ同等であるが､最小値は､3つの指

標とも､日本鶏の方が小さい｡日本鶏の中で､これ

ら 3つの値が最も小さいのは声良鶏である (1.75,

0.55および 0.21)｡これらの小さな値は､声良鶏の

保護対策が早急に必要であることを意味する｡しか

し､国から天然記念物に指定されているにもかかわ

らず､その保護システムが国にもその他の地方公共

団体にも存在しない｡全てが愛好家の個人努力にゆ

だねられている｡国が天然記念物に指定している以

上､少なくとも国にそのようなシステムが存在して

しかるべきであると思われるが､我が国には皆無で

ある｡世界の珍種 ･特別天然記念物 ｢土佐のオナガ

ドリ｣に対してさえもそうである｡生きた文化遺産

を大切にしない国家･- ｡嘆かわしいことである｡

マイクロサテライ トDNAの多型調査を行えば､

上記のように遺伝的変異性を明らかにできるばかり

でなく､各品種の遺伝的類縁関係を明らかにするこ

ともできる｡この研究では､ごく一部の例外を除い

て､日本鶏品種と外国由来鶏品種は明らかに別々の

グループに分類された｡すなわち､日本鶏と外国由

来鶏では､その育種過程を反映して､遺伝的組成が

異なっていることが明らかになった｡また､日本鶏

の品種の中にも4つのグループが形成されたが､そ

れは､体型により品種を分類した場合のものとほぼ

一致した｡すなわち､機能をもたないマイクロサテ

ライ トDNAに基づいた分類と､機能する遺伝子の

作用の結果出現した体型に基づいた分類が一致した

のである｡興味深い結果である｡尚､4つのグルー

プが示した体型は､それぞれ､肉用鶏型､シャモ型､

シャモ型と卵用鶏型の中間型ならびに卵用鶏型であ

った｡さらに､卵用鶏型の体型をもったグループで

は､長尾性品種とそれ以外の品種がそれぞれグルー

プを形成した｡すなわち､長尾性品種 (ここでは､

小国､会津地鶏､東天紅､蓑曳壊鶏､尾長鶏)がお

互いに近い遺伝的関係にあることが明らかになった｡

尚､以上のような成果とは別に､遺伝的類縁関係

の解明結果は､後に述べるQuantitativeTraitLoci

(QTL)解析の実行計画を立てる際に有効活用するこ

とができる｡
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表1.日本鶏28品種および外国由来商用鶏7品種における､1座位当たりの平均アリル数

(MNA)､多型を示す座位の割合(Pp｡ly)ならびに平均-テロ接合率(He)～

近交程度の指標

鶏 種 MNA Pp.ly He

日本鶏 1.75-5.10 0.55-1.00 0.21-0.67

外国由来商用鶏 2.90-4.30 0.80-1.00 0.46-0.66

★20のマイクロサテライ トDNAの分析による.Osmanら (2006)より抜粋.

日本鶏の実検動物としての利用

改めて申すまでもなく､ニワトリはかねてより多

くの研究に用いられている｡その多くは､畜産学的

観点からの､生産性の向上を念頭においた､ニワト

リ改良のためのニワトリの研究であるが､生物その

ものを理解するための研究にも多く用いられている｡

例えば四肢の発生に対する遺伝子支配の研究などに

多用されている｡しかし､これらの場で用いられる

のは､主にレグホーンやプリマスロックなど欧米で

育種されたニワトリであり､日本鶏の利用はほとん

どない｡利用頻度が少ないのは､日本鶏の存在その

ものが世の研究者にほとんど知られていないことに

起因すると思われる｡しかし､先に述べたように､

日本鶏には特異的な形態や性質をもつものが多い

(すなわちそれは､特異的な遺伝子を保有している

ことを意味する)ため､日本鶏は優れた実験動物に

なり得ると考えられる｡例えば､糸状羽や黒色の皮

膚をもち多指症を示す烏骨鶏は､色素合成や色素沈

着に関する研究分野や形態形成研究分野で生物学的

モデル動物として有用であると考えられるし､遺伝

的な短脚を示す地頭鶏は軟骨形成研究分野で生物学

的モデル として使用できることはもちろん､

chondrodystrophyの疾患モデルとして使用可能か

も知れない｡また､遺伝的に極めて攻撃性の強い大

軍鶏は､攻撃行動やその遺伝的支配を研究する上で

格好の材料になりえると考えられる｡さらに､東天

紅など長鳴性の品種は､｢鳴くこと｣に関する神経支

配および遺伝支配の研究に使用可能であると考えら

れる｡

これらの品種の他に､遺伝的に尾羽が欠損する弟

倭鶏も､モデル動物として使用可能であると考えら

れる､以下に､未だ最終結論は得られていないが､

筆者らのグループが行っている弗壊鶏に対する研究

結果を簡略に紹介する｡鵜嬢鶏における尾羽の欠損

は､尾椎､仙椎および腰椎の異常に起因していると

考えられる｡本品種では､その多くのものに尾椎お

よび仙椎の欠損が認められる｡また腰椎の末端部の

背骨が 1､2個欠損している個体も存在するO-方､

尾椎の一部が欠損しているに過ぎないものも存在す

る｡すなわち､乗壊鶏の脊椎異常には､個体により

大きな変異がみられる｡また､遺伝様式の分析結果

からは､この異常形質の発現は単一の遺伝子座では

説明できないことが明らかになっている｡また同時

に､少なくとも1つの常染色体性の優性遺伝子がそ

の発現に関与していることも明らかになっている｡

このように､遺伝性の脊椎形成異常を示すことから､

発煙鶏は､脊椎形成に対する遺伝子支配を研究する

際の生物学的モデルに成り得ることは明らかである｡

また､ヒトにおいても尾椎欠損症が存在することか

ら､その疾患モデルとしても使用可能であるかも知

れない｡

日本租の直接的産業利用

先に､ほぼ全ての日本鶏品種は観賞用であると述

べたが､この観賞用の品種も一部では卵 ･肉生産を

目的として産業利用されている｡我が国で普通に大

量流通している鶏卵は､主に白色レグホーンから得

られたものであり､白い卵殻をもっているO-方､

普通に大量流通している鶏肉は､主に､白色コーニ

ッシュ雄と白色プリマスロック雌の交配から得られ

た1代雑種の肉である｡すなわち､我が国で卵肉生

産のために大規模飼育されているニワトリは､卵用

鶏､肉用鶏ともに外国由来の品種である｡この状況

は1960年代に端を発して出現したが､現在までに完



全に定着しているO一方､1980年代頃より､このよ

うな外国由来品種から得られた卵肉とは別の､より

味わいのある卵肉を求める消費者の声が聞かれ始め

たOそれに呼応し､小規模ではあるが､日本全国各

県において､日本鶏を用いた卵肉の生産が始まり､

これも現在では定着している(日本食鳥協会,2007)｡

と言っても､一部の例外を除いては､純粋の日本鶏

を用いているわけではない｡日本鶏の卵肉の生産性

は一般に低く､純粋品種のままでは､経済性の点で

商業利用は不可能である｡また､多くのものが天然

記念物に指定されているため､その純粋品種の肉を

流通させることはできない｡これらの問題を解決す

るために､ほとんど全ての場合､日本鶏 (大軍鶏､

比内鶏､薩摩鶏など)と生産性の高い外国由来商用

鶏 (プリマスロック､ロー ド･アイランド･レッド

など)との交配を行って雑種を作成し､これを用い

ている｡肉用鶏としての利用がほとんどであるが､

一部に卵用鶏としての利用もある｡尚､このように

して作られた雑種に､｢地鶏 (ジドリ)｣の名前が与

えられ､その肉が ｢地鶏肉｣として販売されている

が､これらは決して学問上の品種分類における地鶏

ではなく､商業上の客寄せのための呼び名に過ぎな

いことに読者諸氏はご留意願いたい｡真の地鶏は天

然記念物指定がなされているため､その肉の商業利

用はできない｡

日本鶏を用いたQTL解析
量的形質を支配する遺伝子座の染色体上の位置を

明らかにするための方法を quantitativetraitloci

(QTL)解析と呼ぶ (HaleyとKnott,1992;都築と後藤,

2009)｡本法は､実質的には1990年代から使用可能

になった比較的斬新な方法であるが､栽培植物､家

畜を問わず､現代では広く用いられている｡栽培植

物や産業家畜においては､主に生産性を支配してい

る複数の遺伝子座を検出するために用いられ､マウ

スやラットなどの科学家畜 (実験動物)においては､

糖尿病やアトピー性皮膚炎など多因子性遺伝疾患の

支配遺伝子座を明らかにするために用いられている

ことも多い (石川,2009)0

QTL解析を行うためには､資源家系と呼ばれる､
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両親一子(Fl)一孫(F2もしくは戻し交配世代)からな

る1セットの解析用家系が必要である｡この家系の

両親には､遺伝的になるだけ異なった2者を用いる

ことが望ましい｡ニワトリにおいてQTL解析を行う

場合には､遺伝距離の大きい2品種 (もしくは系統)

を用いることが望ましい｡卵肉の生産性に関与する

遺伝子座の解明を目的として､QTL解析用の資源家

系を造成する場合､両親世代の片親として､日本鶏

は極めて有用である｡先の ｢遺伝的多様性｣の項で

述べたように､日本鶏と外国由来商用鶏との間には

大きな遺伝的隔たりがある上に､産卵性､産肉性に

おいても､両者はその特徴を大きく異にしているか

らであるO特徴 (形質)の差異が大きいということ

は､その形質を支配している対立遺伝子も異な一って

いることを意味しており､この場合､QTLの能率的

検出が期待できるからである｡

以下に､筆者のグループが行っている､ニワトリ

経済形質のQTL解析について紹介する｡資源家系の

両親世代には､日本鶏の代表格である大軍鶏と外国

由来鶏髄-の産卵鶏である白色レグホーンを選定し

た｡両品種はその形質に大きな違いがみられるから

である｡例えば､①大軍鶏は体格が大であるのに対

し､白色レグホーンは小型､②大軍鶏は産卵率が低

いのに対し､白色レグホーンは高産卵率を示す､③

大軍鶏は性成熟が遅いのに対し､白色レグホーンで

は早い､などである｡これらの違いが存在するとい

うことは､この2者を用いた場合､成長､卵､肉に

関し､能率的にQTLが発見されると考えられたから

である(Tsudzukiら,2007)Oまた､先の項で述べた､

マイクロサテライ トDNA を用いた遺伝的類縁関係

の解析からも､大軍鶏と白色レグホーン問には大き

な遺伝的距離が存在す ることは明 らかである

(Osmanら,2006)O

大軍鶏雄と白色レグホーン雌を交配して Flを得､

これを全きょうだい交配することによりF2を得た｡

解析対象とする形質ごとに､準備したF2個対数は異

なっているが､成長 (体重)形質解析用には 3000

を越す F2個体を得ている｡各F2個体が示した形質

値とマイクロサテライ トDNA のアリル型データを

統合し､QTLCartographer､MapManagerQTX､
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R/qtlといった専用ソフトウェアーを用いて QTL解

析を行った結果､体重､脚長などの成長関連形質で

201､産卵率､卵重､卵サイズなどの卵関連形質で

55､肉色､肉のpH値などの肉関連形質で 17のQTL

を発見している｡これらのうち､それぞれ､92､42､

17は世界初発見の QTLである｡このように､1研

究グループが､世界初発見のものも含めて極めて多

数のQTLを発見し得たのは､大軍鶏という日本鶏を

材料に用いたことによると考えられる｡大軍鶏のみ

ならず､他の日本鶏品種を用いても､交配相手とな

る外国由来商用鶏の選定を的確に行えば､同様に良

好なQTL解析結果が得られるものと考えられる｡

おわりに

以上､日本鶏に関し､主だった品種の特徴の紹介

を行うと共に､その遺伝的多様性ならびに様々な分

野での利用の可能性について略述した｡｢はじめに｣

で述べたように､日本鶏の主な用途は､観賞用であ

る｡しかし､その飼育者は少なく､日本鶏そのもの

の個体数も少ない｡特に近年は､ トリインフルエン

ザの我が国での発生を受けて､後難を恐れるためで

あろうか､日本鶏飼育を止める愛好家も続出してい

る｡すなわち､日本鶏の数はますます減少している｡

いわば､日本鶏は常に絶滅の危機にあると言っても

過言ではない｡筆者は､日本鶏の用途は観賞用のま

まであっても一向に構わないと思うOしかし､それ

ぞれの品種の特性を見出し､研究や産業の分野で用

いることは､愛好家の方々からは邪道だと言って非

難されるかも知れないが､結局は日本鶏の個体数を

増やすことにつながり､日本鶏の保存につながるの

ではなかろうか｡
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